
「１世帯７万円」12月28日から給付開始。 問い合わせは
コールセンター

Ｑ 松田市議・Ａ 市長・教育長・済生館管理者
治療が必要な子どもと家族について
Ｑ　小さな子どもが治療のために入院する際、保護者
や家族が付添い入院するケースについて、済生館の
対応はどうか。
Ａ　国の方針や調査結果を踏まえ、付添い入院に対す
る取り組みや負担軽減策を検討する。また、新病院整備
基本構想で療養環境の充実に向けた検討を進める。

妊婦への支援強化について
Ｑ　多胎妊婦の支援として、14回を超える妊婦検診に
ついての助成を拡充してはどうか。

Ａ　多胎妊婦は、検査回数が増加する傾向があるため
必要な支援を検討する。

【裏面に続く】

「12月一般質問」提案と焦点。（要約・抜粋）

　皆様におかれましては、新しい年を健やかにお迎えのことと心
よりお喜び申し上げます。昨年４月、山形市議会の議員改選後、
市議会「公明党」（会長：武田新世、幹事長：松田孝男、会計：
中川智子）は初めて女性議員を迎え、決意も新たにスタートを切
りました。今年は会派の設立から10年、公明党が結党してから
60年目の節目の年となります。「大衆とともに」との人間主義の
指針を胸に、新年も市政発展に向けて弛まぬ努力を続けてまいり
ます。

市議会 12月定例会において一般質問

11月物価高騰を乗り越えるための政策提言

0120-129-300

山形市議会｢公明党｣10年の節目を迎える

　12月の補正予算成立に伴い、物価高騰に直面する世帯を支援す
るため、市内 20,317 世帯を対象にした「１世帯当たり７万円」の給
付事業が始まりました。同様の給付実績がある世帯に対しては、12
月 21日から順次「お知らせと確認書」が発送され、同月28日から
給付も開始されました。１月以降は、給付実績のない世帯と家計急
変世帯への周知と申請が開始されます。お問い合わせは、コールセ
ンター（0120-129-300）までお願いします。
　山形市は物価高騰だけでなく、冬季の燃料代の増加も影響を受け
ています。このため、山形市議会の公明党は、年末年始までに給付すべきではないかとの考えから、11月14日に緊急要望
として佐藤市長に要望書を提出しました。要望書では、これに加えて電気・ガス（LPガスを含む）・食料品価格の物価高騰
に対する負担軽減対策や、保育所や学校などでの給食費の支援を含む他にも６つの項目について提言いたしました。

 “心とこころを繋ぎ、希望の未来を拓く”
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Ｑ　「特定妊婦」支援への取り組みはどうか。また、潜在
的な特定妊婦の把握と早期支援に繋げるため「妊娠
判定に必要な費用の助成」を行ってはどうか。
Ａ　特定妊婦を早期に発見するため関連機関と連携を
強化し、若者向けのLINE相談の広報を拡充する。妊
娠検査費用の助成は他自治体の事例を参考に調査研
究を進める。

歯周疾患検診について
Ｑ　山形市の歯周疾患検診受診者数は対象者に対して
十分でない。工夫した通知を行い、検診費用の軽減策
も検討すべきではないか。
Ａ　歯科医師会や医療機関と連携し、受診率向上に積
極的に取り組む。また、検診費用の軽減は、他自治体
を調査研究する。

図書館の充実について
Ｑ　山形市立図書館の「利用カード登録率」が14.5%
で全国平均の約40%に比べ低い状況だ。この低い登
録率を改善すべきではないか。
Ａ　登録率の低さが課題と認識している。魅力向上と
PRに努め利用の拡大を目指していく。

Ｑ　山形駅周辺に図書館を設置する要望がある。近隣
の霞城セントラルや山形テルサなどに図書館分館を
設置してはどうか。
Ａ　山形駅周辺の活性化に向けて、既存の施設を有効
活用する取り組みを進め、図書館分館を含め新たな
方策を検討する。

山形市動物愛護センターの機能強化について
Ｑ　動物ケアの質を向上と獣医師不足を補完するた
め、ペットの看護師である「愛玩動物看護師」を採用
してはどうか。　　

Ａ　愛玩動物看護師を活用することは、業務を安定し
て行っていくうえで大きな効果があるものと考え
る。採用にあたっては、他市の状況などを参考に研究
する。

Ｑ　ペット飼育におけるトラブル解消のため、飼い主
への適正な飼育・飼養の普及啓発を強化してはどう
か。
Ａ　動物愛護と適正な飼育について、市民への十分な
浸透が見受けられない。他自治体の取り組みを参考
に、より効果的な広報に取り組む。

持続可能なまちづくりについて
Ｑ　「南くるりんバス」に関して、運行実験の成果と本
格運行に向けた見通しはどうか。また、環境負荷の少
ない車両の導入についての検討状況はどうか。
Ａ　運行実験が、当初想定していた利用人数を大幅に
下回っていることから、見直しが必要と考える。運行
車両を導入する際には、環境負荷の少ない車両につ
いて検討する。

Ｑ　山形駅東口のバスプールへ「一体化した屋根」を設
置してはどうか。また、車いす利用者専用の乗降ス
ペースの確保やバス停のバリアフリー化等の環境整
備を図るべきではないか。
Ａ　山形駅東ロバスプール等の改修に向けた検討を進
める予定であり、課題の解決と利用者の利便性の更
なる向上を目指す。

公園ウェブサイトについて
Ｑ　子育て世代向けの情報を充実させた「公園ウェブ
サイト」を作成してはどうか。
Ａ　おすすめの公園情報をホームページに掲載するた
め準備を進めている。

「世界かんがい施設遺産」
登録の報告会

大阪市「御堂筋将来ビジョン」
の現地視察

10月「ハーフマラソン」に挑戦 救急ジャパンの車両見学会 東北森林管理局長へ要望活動

12月道の駅「やまがた蔵王」
がオープン

高木陽介衆議院議員らと
山形大学東日本重粒子センターを視察

山形ドローンステーション視察
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